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形 態 TSS ノ、t ツ チ L、〆， ヨ プ
ジョプクフス A B C D F L H G 
CPU時間




基本 (MB) 3 5 5 5 5 5 5 2 5 
最大 (MB) 5 5 5 5 50 50 5 2 50 
フイ y
プリンタ
枚数 300 300 300 6000 300 300 200 6000 
行 数 10000 50000 50000 50000 360000 50000・ 5000 50000 360000 
EXCP回数 30000 60000 60000 60000 無制限 100000 200000 5000 無制限
備考
ジョプクラスの処理内容
A， B， C ・・・・・ 標準ジョプ
D， F ・・・・・ 標準外ジョプ
L … 磁気テープ装置利用ジョプ
H ・・・・・ 大学問ネットワーク (N-1ネット)利用ジョプ
G ・・・・・ ベクトルプロセッサ (VP)利用ジョプ













/ /F1234# JOBヲCLASS=G ・・・ CLASS=Gの指定
/ / EXEC FORT ，VP= YES ••••••• VP= YESは必須










PERMIT TEST.FORT77 ID(F1234) ACCESS(READ) 
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2ふ 1 カット紙プリンタ (CLP)
カット紙プヲンタでは、用紙に普通紙(カット紙)が使え、縮小印刷が可能である。
設置場所とプリンタ IDは次の通り。
設 置場所 |プリンタ IDI別 名






PRINTMODE(PORT I LAND I LP I ZOOM I PZOOM) 

















** INFORMATION BEGIN *牢牢
CODE NAME USER ID WRITER POS STAUS CURR-PAGE 
000193 F1234 F1234 OPEN 1 PRINTING 0 
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との時のプリンタ IDは、パーソナルコンビュータの端末IDtc Pを付加した IDで
ある。(例えば、 IOI0IP、I0202Pなど)
なお、第 1端末室、第 2端末室内のパーソナルコンピュータには、端末ラベルを
貼っているので、参照されたい。
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2ふ 3 その他
(1)パーソナルコンビュータ (FMR-60HE2)のフロッピーディスク装置
従来のパーソナルコンビュータ FMR・60HDのフロッピーディスク装置は 5インチ
ディスク対応であったが、今回の FMR-60HE2では、 3.5インチディスク対応となっ
ている。
ファイル転送等の使用方法については、各ホスト (MSP、UXP、ワークステーショ
ン〉で異なるが、 MS-DOSの利用メニューにでフブイル転送を選択すると、 itpコ
マンドの使用方法が明記しである。また別項の「パーソナルコンビュータシステ
ムの紹介」も参考にされたい。
(2)日本語プリンタ装置 (NLP)および磁気テープ装置
基本的には従来の使用方法との変更点はないが、パッチ処理を行った後の出力検索
(SORP、MSO)でのプリンタ出力方法や、 PFD/Eのユーティリティの OUTLIST
コマンドが追加されている。
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